
 
【いちき串木野市多文化共生推進プラン】 

１ プラン策定の基本的な考え方（背景と趣旨） 

・ 令和２年９月 総務省「地域における多文化共生推進プラン」の改訂（外国人住民の増加・多国籍化、在留資格「特定技能」の創設、多様性・包摂性のあ

る社会実現の動き、社会経済情勢の変化） 

・ 本市の技能実習生や留学生をはじめとする外国人住民数は増加傾向にあり、今後も増えることが見込まれる。 

  （・ここ 10 年ほどで外国人住民の数が急増。 ・令和元年度外国人住民登録は 235 人 ・外国人住民の約半数は外国人技能実習生。） 

・ 外国人住民は地域活動の担い手となるなど、地域活性化のための人材として期待される。 

・ 地域住民と外国人住民が交流を深め、相互の生活習慣や文化、価値観を理解し、認め合い、外国人住民の地域活動への積極的な参画を求め、様々な地域活

動に共に取り組んでいく必要がある。 

２ 計画期間  令和４年(2022 年)度から令和８年(2026 年)度までの５年間 

３ 基本理念  「相互の文化や習慣を理解し、共に支え合い 認め合う 多文化共生のまち いちき串木野市」 

４ 基本的施策 （抜粋） 

(1) コミュニケーション支援 (2) 生活支援 (3)意識啓発と社会参画支援 
(4)地域活性化の推進や            

グローバル化への対応 

① 情報の多言語化 

・携帯型多言語対応翻訳機（ポケトー

ク等）の配置及び普及促進と多言

語情報ツールの活用 

・「やさしい日本語」の活用推進 

・行政窓口における多言語での対応 

など 

 

② 日本語および日本社会に関する

学習支援 

・オリエンテーションの実施 

・日本語教室の開催 

 

① 居住 

・地域住民と外国人住民との交流促進 

・居住に関する情報提供 

② 教育 

・外国人児童・生徒の就学等支援 など 

③ 労働環境 

・市立ハローワークとの連携による就業

支援 など 

④ 医療・福祉・保健 

・外国人住民が医療機関等を利用する際

の利便性の向上支援 など 

⑤ 防災・交通安全 

・外国人住民を対象とした防災教室の実

施 

・緊急時の情報提供 

・交通ルール・マナーや防犯に関する指

導・啓発 

⑥ その他 

① 地域社会に対する意識啓発

（地域社会との交流） 

・国際理解講座の開催 

・国際料理講座の開催 

・交流サロンの設置 

・交流イベントの開催 

 

② 外国人住民の自立と社会参画 

・多文化共生推進懇話会への参加

促進 

・外国人住民の消防団への加入促

進 

・外国人住民の自治公民館への加

入促進 

・外国人住民の表彰制度の整備 

① 児童・生徒の英語力の向上 

・中学生を対象としたセミナーの開催 

・英語暗唱・スピーチ大会の開催 

・イングリッシュ・キャンプの開催 

・児童・生徒の英語力向上のための支援 

など 

 

② 市民が異文化に親しむ取組み 

・英語絵本読み聞かせ事業の開催 

・英語等外国語教室等の開催 

 

③ 姉妹都市交流等事業の促進 

・姉妹都市サリナス市との交流促進 

・からいも交流（夏・春）の促進 

 


